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第一回第一回第一回第一回            周周周周宣宣宣宣せん王王王王おう    風説風説風説風説をををを信信信信じみだりにじみだりにじみだりにじみだりに人人人人をををを殺殺殺殺あやめめめめ        

杜大夫杜大夫杜大夫杜大夫とたいふ    幽鬼幽鬼幽鬼幽鬼ゆうきとなりとなりとなりとなり冤罪冤罪冤罪冤罪えんざいをををを追求追求追求追求
 

概要 周の中興ちゅうこう主宣王せんおうも晩年になり、周朝滅亡を予兆する不吉なわらべ歌

を聞き、女が原因という解釈を信じ罪なき大夫・平民を殺す。妖女褒姒ほうじの出

生と乱れの序曲。亡国の予兆。 
第二回第二回第二回第二回        褒褒褒褒人人人人ほうじん    罪罪罪罪をあがないをあがないをあがないをあがない美人美人美人美人をををを献上献上献上献上        幽王幽王幽王幽王    烽火烽火烽火烽火のろしをををを上上上上げげげげ諸侯諸侯諸侯諸侯をををを翻弄翻弄翻弄翻弄    

概要 宣王の子幽王ゆうおうは国政を顧みず美女を求める。美女褒姒ほうじを得て伯服はくふくが

生まれ、申しん王后および太子宜臼ぎきゅうを廃して褒姒、伯服を王后、太子に立てる。

幽王笑わぬ褒姒を笑わせるため緊急時諸侯招集用の烽火のろしを上げ諸侯を翻弄

し褒姒の笑いを得る。申侯王おう后太子廃立を諫言し幽王の怒りをかう。 

第三回第三回第三回第三回        犬犬犬犬けん戎戎戎戎じゅう    鎬鎬鎬鎬こう京京京京けいをををを騒騒騒騒がしがしがしがし    周平王周平王周平王周平王    洛陽洛陽洛陽洛陽らくようにににに遷都遷都遷都遷都せんとすすすす    

概要 幽王は申侯の諫言に怒り申討伐を計る。申侯は驚き犬戎けんじゅうと連合し王

城を攻め王の交代を謀る。王は烽火を上げ救援を求めるが諸侯は応じず幽

王と太子伯服は犬戎に殺され西周滅ぶ。前太子宜臼が平王となり洛陽らくように遷

都。以後東周と呼ばれる。これより王朝の綱紀こうき衰え諸侯台頭。    

第四回第四回第四回第四回        秦文公夢告秦文公夢告秦文公夢告秦文公夢告げげげげでででで郊天郊天郊天郊天こうてんのののの祭祭祭祭をををを挙行挙行挙行挙行        鄭鄭鄭鄭てい庄公地庄公地庄公地庄公地をををを掘掘掘掘ってってってって母母母母にににに会会会会うううう    

概要 平王は勤皇の功で秦しん襄公じょうこうに周の出世の地である岐き,豊ほうの地を与え秦は

初めて諸侯となる／鄭ていでは庄公が弟共叔段きょうしゅくだんの謀叛を平定し段を教唆きょうさし

た母を追放。頴考叔えいこうしゅくは庄公母子の仲を取持つ。    

第五回第五回第五回第五回        周王周王周王周王    虢公虢公虢公虢公をををを寵信寵信寵信寵信しししし    周鄭人質周鄭人質周鄭人質周鄭人質をををを交換交換交換交換、、、、        

魯魯魯魯・・・・宋宋宋宋    君位簒奪君位簒奪君位簒奪君位簒奪のののの衛衛衛衛をををを援援援援けけけけ    鄭鄭鄭鄭をををを攻攻攻攻めるめるめるめる    
概要 鄭てい庄公は自国の内乱で周卿士けいしの職責を果たせず。平王は寵信する

虢公かくこうに任そうとし鄭ていと隙間が生ず。事態打開のため平王は臣下の鄭と人質  を交換／衛では公子州吁しゅうくが、兄桓公かんこうを弑逆しぎゃくし君位簒奪さんだつ。州吁は民心を外 

に向けるため魯・宋・蔡・陳を糾合し鄭を攻める（東門の役）。    

第六回第六回第六回第六回        衛衛衛衛石石石石碏碏碏碏せきしゃく    大義大義大義大義によりわがによりわがによりわがによりわが子子子子をををを誅殺誅殺誅殺誅殺、、、、    
鄭庄公鄭庄公鄭庄公鄭庄公        王命王命王命王命とととと偽偽偽偽りりりり宋宋宋宋をををを討討討討つつつつ    

概要 衛の国老石碏せきしゃくは陳の協力を得て隠公弑逆の州吁を誅し、わが子石厚せきこう

も弑逆幇助ほうじょで誅殺／鄭庄公王命と偽り斉・魯と連合し「東門の役」の宋に報

復。宋は衛・蔡に鄭の都城を攻撃させる。 
第七回第七回第七回第七回        公孫閼公孫閼公孫閼公孫閼こうそんあつ    私怨私怨私怨私怨でででで頴考叔頴考叔頴考叔頴考叔えいこうしゅくをををを射殺射殺射殺射殺しししし    

公子公子公子公子翬翬翬翬き    諂諂諂諂へつらいがいがいがいが容容容容れられずれられずれられずれられず父隠公父隠公父隠公父隠公をををを弑弑弑弑すすすす    
概要 鄭庄公直ちに兵を帰し衛・蔡軍を壊滅。更に斉・魯と共に宋討伐に不

参加だった許を討伐。この時公孫閼あつ私怨で頴考叔えいこうしゅくを射殺。魯では隠公の子

翬きが父君弑逆事件を起し桓公を立てる。    
第八回第八回第八回第八回        宋華督宋華督宋華督宋華督    新君新君新君新君をををを立立立立てててて諸侯諸侯諸侯諸侯にににに賄賂賄賂賄賂賄賂をををを贈贈贈贈りりりり、、、、        

        鄭太子鄭太子鄭太子鄭太子忽忽忽忽こつ    斉斉斉斉をををを援援援援けけけけ戎軍戎軍戎軍戎軍をををを破破破破るもるもるもるも斉侯斉侯斉侯斉侯のののの求婚求婚求婚求婚をををを断断断断るるるる    

概要 宋華督かとく、殤公しょうこうを弑しいし、鄭へ出奔中の馮ひょう（庄公）を擁立／斉は北戎ほくじゅうに

侵攻され、鄭世子せいし忽こつ（後の昭公）がこれを救援し撃退。斉僖公きこう喜び忽と娘

文姜ぶんきょうとの結婚を望むが忽は家格が合わないと断る。 

第九回第九回第九回第九回        斉侯斉侯斉侯斉侯    文姜文姜文姜文姜ぶんきょうをををを魯魯魯魯にににに嫁嫁嫁嫁がせがせがせがせ                鄭鄭鄭鄭祝耼祝耼祝耼祝耼しゅくたん    周王周王周王周王のののの肩肩肩肩をををを射射射射るるるる    

概要 斉僖公の世子諸児しょげいと文姜は兄妹不倫で問題を起こす。僖公は文姜を鄭

の世子忽に再求婚するが再び断られ魯桓公に嫁がせる／周桓王かんおうは鄭伯が王

命と偽って宋を討伐した事を怒り鄭討伐軍を出すが、惨敗し（繻じゅ葛かつの戦い）、

周室の衰亡を諸侯に露呈す。    
第十回第十回第十回第十回                楚楚楚楚熊通熊通熊通熊通ゆうつう    王王王王をををを僭称僭称僭称僭称しししし、、、、        鄭祭足鄭祭足鄭祭足鄭祭足    脅迫脅迫脅迫脅迫されされされされ庶子突庶子突庶子突庶子突をををを擁立擁立擁立擁立    

概要 陳では公子侘たが太子を殺し君位簒奪。蔡侯これを誅殺し甥（厲公れいこう）を

擁立／楚は漢東諸国を臣従させ王を僭称し武王と称す／鄭では庄公の没後
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世子忽こつが立ち昭公となるが、宋公は鄭宰相祭足さいそくを脅迫し昭公を追放して、    

甥の突とつを擁立。突は帰国に気が逸り宋公に三城割譲他膨大な謝礼を約す。    

第十一回第十一回第十一回第十一回    宋公宋公宋公宋公    貪欲貪欲貪欲貪欲なななな謝礼要求謝礼要求謝礼要求謝礼要求でででで戦戦戦戦いとないとないとないとなりりりり、、、、鄭祭足婿鄭祭足婿鄭祭足婿鄭祭足婿をををを殺殺殺殺しししし主君主君主君主君をををを追放追放追放追放    

概要 宋公は突とつ擁立の謝礼の実行を強引に要求。厲公突が土地譲渡の猶予を

求めて物納するが許さず。魯の斡旋も聞かないので魯・鄭は宋を攻撃。宋公は

南宮長万なんぐうちょうまんに迎撃させるが惨敗。鄭厲公突は祭足が煙たく、祭足さいそくの婿

雍糾ようきゅうに謀殺を命ずるが失敗。厲公出奔し昭公忽復国。    

第十二回第十二回第十二回第十二回        衛衛衛衛宣公宣公宣公宣公せんこう    新宮殿新宮殿新宮殿新宮殿をををを築築築築きききき太子太子太子太子のののの妻妻妻妻をををを娶娶娶娶りりりり        

        鄭鄭鄭鄭高渠弥高渠弥高渠弥高渠弥こうきょび    君主昭公君主昭公君主昭公君主昭公をををを弑弑弑弑しいしいしいしいし子亹子亹子亹子亹しびをををを擁立擁立擁立擁立    
概要 衛宣公は太子急子きゅうしの新婦宣姜を横取り夫人とする。宣姜は吾子を太

子にしようと急子謀殺を図る。事情を知った宣姜の長子寿じゅが急子の身代りと

なり結局二人共死し、宣公後次子朔（恵公）が継位。急子と寿の輔弼ほひつたちは報

復の機を窺い朔さくを追放ついほうし黔牟けんぼうを擁立／鄭では厲公突が檪邑れきゆうを根城に復国

を窺う。一方復国した昭公は私怨で高渠弥こうきょびに殺され、子亹しびが擁立される。 

第十三回第十三回第十三回第十三回        魯魯魯魯桓公桓公桓公桓公かんこう    夫婦夫婦夫婦夫婦でででで斉斉斉斉へへへへ行行行行きききき        鄭子亹鄭子亹鄭子亹鄭子亹    高渠弥高渠弥高渠弥高渠弥    斉侯斉侯斉侯斉侯にににに誅殺誅殺誅殺誅殺さるさるさるさる    

概要 周・斉婚姻の仲介役として魯侯が妻文姜を伴ない斉へ行く。斉襄公諸児しょげい

は妹魯侯夫人と相姦そうかんし事の発覚を恐れ魯侯を殺す。魯では庄公が継位／斉

襄公名誉挽回のため、鄭昭公弑逆罪を追及し高渠弥こうきょびと子亹しびを誅殺。    

    第十四回第十四回第十四回第十四回        衛侯朔衛侯朔衛侯朔衛侯朔    王軍王軍王軍王軍をををを破破破破りりりり復国復国復国復国しししし        斉襄公斉襄公斉襄公斉襄公    巻巻巻巻きききき狩狩狩狩りでりでりでりで幽鬼幽鬼幽鬼幽鬼にににに遇遇遇遇うううう    

概要 斉襄公は衛の黔牟けんぼうを討ち宣姜の子恵公朔の復国を援助。衛は周王に

救援を求め諸侯の出動を期待したが、王軍は斉に粉砕され恵公の復国成る

／魯庄公は母文姜の勧めで父の仇斉襄公諸児の娘と婚約／連称れんしょうと管至父かんしほ

は無道の斉襄公を弑し公孫無知むちを擁立する。     
第十五回第十五回第十五回第十五回        斉斉斉斉雍雍雍雍よう大夫大夫大夫大夫    無知無知無知無知むちをををを謀殺謀殺謀殺謀殺しししし        魯庄公魯庄公魯庄公魯庄公    乾時乾時乾時乾時でででで斉桓公斉桓公斉桓公斉桓公とととと大戦大戦大戦大戦    

概要 管仲かんちゅう、鮑叔牙ほうしゅくが登場。各々斉襄公の長子糾きゅうと次子小白しょうはくの補佐役と

なる。無知・連称・管至父が斉の国人に殺されたため、糾と小白兄弟の君位争

奪戦となる。糾の臣管仲が小白に向けた矢は帯鈎で止まる。九死に一生を得

た小白は糾を討ち斉桓公となる（乾時の戦い）。    

第十六回第十六回第十六回第十六回        鮑叔鮑叔鮑叔鮑叔ほうしゅく    檻囚檻囚檻囚檻囚のののの管管管管かん仲仲仲仲ちゅうをををを桓公桓公桓公桓公かんこうにににに推薦推薦推薦推薦しししし    
曹劌曹劌曹劌曹劌そうけい    長勺長勺長勺長勺ちょうしゃくのののの戦戦戦戦たたかいでいでいでいで斉軍斉軍斉軍斉軍をををを破破破破るるるる    

概要 鮑叔牙の熱心な推薦に桓公は遂に赦し難い仇人管仲を赦す。管仲は国

家経営策を進言し桓公と意気投合。魯は乾時の戦いの報復のため斉に出兵。

斉桓公は管仲の時機尚早との諫言を聞かず鮑叔牙に迎撃を命じ魯将曹劌そうけいに

完敗（長勺ちょうしゃくの戦い）。    
第十七回第十七回第十七回第十七回        宋公宋公宋公宋公    賄賂賄賂賄賂賄賂をををを出出出出しししし弑逆弑逆弑逆弑逆のののの長長長長ちょう万万万万まんをををを誅誅誅誅しししし、、、、    

        楚王楚王楚王楚王    酌酌酌酌をさせをさせをさせをさせ息嬀息嬀息嬀息嬀そくぎをををを取取取取るるるる    
概要 斉は宋と連合し魯に再出兵するも再敗（乗丘じょうきゅうの役）。宋の敗将南宮

長万は宋公に囚人と愚弄され逆上し弑逆。公子御説ぎょえつは長万を誅伐し宋

桓公かんこうとなる／楚文王は息侯から美人の夫人息嬀そくぎを奪い取り、息侯は憤死。    

第十八回第十八回第十八回第十八回        魯魯魯魯曹曹曹曹そう沫沫沫沫ばつ    剣剣剣剣をををを手手手手にににに斉斉斉斉桓公桓公桓公桓公かんこうをををを脅迫脅迫脅迫脅迫しししし、、、、    

        斉斉斉斉桓公桓公桓公桓公かんこう    篝火篝火篝火篝火かがりびをををを焚焚焚焚きききき寧戚寧戚寧戚寧戚ねいせきをををを大夫大夫大夫大夫にににに任任任任ずずずず    
概要 斉桓公北杏ほくきょうで会盟／桓公会盟欠席の魯を問責。斉魯講和の「柯かの会」

席上、魯将曹沫そうばつは突然剣で桓公を脅迫し侵略地返還を迫る。桓公は脅迫で

はあったがこれを承諾す。更に桓公は北杏会盟途中退場の宋征討軍を出す。

征途で得た賢人寧戚ねいせきが宋公を説得し戦火を未然に防止。    
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第十九回第十九回第十九回第十九回        鄭鄭鄭鄭厲公突厲公突厲公突厲公突    傅傅傅傅ふ瑕瑕瑕瑕かをををを捉捉捉捉ええええ復国復国復国復国しししし        周恵王周恵王周恵王周恵王    子頽子頽子頽子頽したいをををを誅誅誅誅しししし謀反謀反謀反謀反をををを平定平定平定平定 

概要 斉桓公は楚討伐の事前準備として宋・衛・鄭・魯・陳・許と会盟を行う

（幽ゆうの会盟）／周では子頽したいの乱が起り鄭伯と西虢公せいかくこうが恵王復位の義兵を挙げ

平定／陳でも内乱が起こり公子完敬仲けいちゅうは斉へ亡命し斉田氏の祖となる。    

第二十回第二十回第二十回第二十回        晋晋晋晋献公献公献公献公けんこう    卜占卜占卜占卜占ぼくせんをををを無視無視無視無視しししし驪姫驪姫驪姫驪姫りきをををを立立立立てててて、、、、    
楚成王楚成王楚成王楚成王    乱乱乱乱をををを平定平定平定平定しししし子子子子し文文文文ぶんをををを令尹令尹令尹令尹にすにすにすにす    

概要 晋献公けんこうは驪戎りじゅうを討ち驪姫りきを得て夫人とし、驪姫はわが子を君主にし

ようと謀る／楚の熊惲ゆううんは兄を殺し成王せいおうとなる。令尹の子元しげんが王位簒奪を謀

るが子文しぶんが誅殺し代って令尹となり楚は安定／斉桓公は南の楚討伐の前に北

に備え、燕の救援要請に応えて山さん戎じゅう討伐にでる。 

第二十一回第二十一回第二十一回第二十一回        管夷吾管夷吾管夷吾管夷吾かんいご（（（（管仲管仲管仲管仲））））    博聞博聞博聞博聞はくぶん強記強記強記強記きょうき    兪児兪児兪児兪児ゆじをををを語語語語りりりり        斉斉斉斉桓公桓公桓公桓公かんこう    孤孤孤孤こ竹竹竹竹ちくをををを平定平定平定平定 

概要 斉桓公は大挙北伐を敢行し山さん戎じゅう、弧こ竹ちくを滅ぼす。桓公は戦利の五百

里の土地を全て燕えんに与え、燕はこれより北方の大国となる。    

第二十二回第二十二回第二十二回第二十二回        公子公子公子公子こうし季季季季き友友友友ゆう    二二二二代代代代のののの魯君魯君魯君魯君をををを擁立擁立擁立擁立しししし        斉斉斉斉せい皇皇皇皇子子子子こうし    委委委委い蛇蛇蛇蛇だをををを言言言言いいいい当当当当てるてるてるてる    

概要 魯では庄公没後、慶父けいほが君位簒奪を謀る。斉桓公は僖公きこうを立て慶父を

自殺させ内乱を収束／同じ頃、衛・邢けいが北狄てきに侵犯され、斉に救援を求めて

来たが北伐直後で救援が遅れる。    
第二十三回第二十三回第二十三回第二十三回        衛衛衛衛懿懿懿懿公公公公いこう    鶴鶴鶴鶴をををを好好好好みみみみ国国国国をををを滅滅滅滅ぼぼぼぼしししし        斉斉斉斉桓公桓公桓公桓公かんこう    楚楚楚楚をををを討討討討つつつつ    

概要 衛懿公いこうは鶴を好み国政を顧みず北狄ほくてきに攻め殺される。北狄は更に邢けい

を侵略。斉桓公救援の遅れをつぐない両国の復国を援助／楚成王は中原を目

指し鄭ていを攻撃。斉は救援のため七国の軍を糾合し楚を討伐。管仲は決戦より

講和策をとった。    
第二十四回第二十四回第二十四回第二十四回        斉斉斉斉桓公桓公桓公桓公かんこう    召召召召しょう陵陵陵陵りょうのののの会会会会盟盟盟盟でででで楚大夫楚大夫楚大夫楚大夫をををを款待款待款待款待しししし    

        葵丘葵丘葵丘葵丘ききゅうのののの会会会会盟盟盟盟でででで大義大義大義大義によりによりによりにより周天子周天子周天子周天子をををを推推推推戴戴戴戴すすすす    
概要 斉桓公は楚成王の講和を認める盟約を締結（召陵しょうりょうの会盟）／周恵王

の太子変更の意向を知り、斉桓公は大義に基き七国を集め太子擁護の盟を

結び結局太子が襄王となった。    
第二十五回第二十五回第二十五回第二十五回    荀荀荀荀じゅん息息息息そくのののの智智智智謀謀謀謀        道道道道をををを借借借借りてりてりてりて虢虢虢虢かく国国国国をををを滅滅滅滅ぼぼぼぼしししし、、、、    

        百里奚百里奚百里奚百里奚ひゃくりけい    牛飼牛飼牛飼牛飼ままままでででで落魄落魄落魄落魄しししし遂遂遂遂ににににはははは秦秦秦秦相相相相となるとなるとなるとなる 
概要 晋献公は同姓の虞ぐ虢かく両国を賄賂と離間策で滅ぼし併合。驪姫りきは献公

を唆かし太子申生しんせい抹殺を謀るがいずれも失敗／百里奚ひゃくりけいは仕官を求め諸国

を周遊、牛飼いに迄落魄するが遂には秦穆公ぼくこうに認められ秦の宰相にのぼる。    

第二十六回第二十六回第二十六回第二十六回        百里奚百里奚百里奚百里奚ひゃくりけい    『『『『かんぬかんぬかんぬかんぬきのきのきのきの歌歌歌歌』』』』でででで妻妻妻妻にににに再再再再会会会会しししし、、、、        

        穆穆穆穆公公公公ぼくこう    陳陳陳陳ちん宝宝宝宝ほうをををを手手手手にににに入入入入れれれれ夢夢夢夢のののの証証証証とするとするとするとする    
概要 百里奚は蹇叔けんしゅくを推薦し、妻と子の孟もう明めいにも再会。穆公は孟明、蹇叔

の子白はく乙いつ丙へい、公子縶ちゅう推挙の西乞術せいきつじゅつに兵権を与え三さん帥すいと称す。穆公は夢

で天帝から晋の内乱平定任務を与えられる。    

第二十七回第二十七回第二十七回第二十七回        驪姫驪姫驪姫驪姫りき巧妙巧妙巧妙巧妙にににに申生申生申生申生をををを謀殺謀殺謀殺謀殺しししし        献公献公献公献公臨終臨終臨終臨終にににに荀荀荀荀じゅん息息息息そくにににに奚奚奚奚けい斉斉斉斉せいをををを託託託託すすすす    

概要 晋では驪姫が執拗かつ巧妙な策謀で献公に太子申生を殺させる。驪姫

は重耳ちょうじ、夷い吾ごにも毒手を向け、重耳は危機一髪翟てき国へ脱出し、趙衰ちょうし等重臣が

彼に追随した。夷吾も呂飴甥りょいせい、郤芮げきぜいが従い梁りょうに出奔。献公は荀息じゅんそくを奚斉けいせい

の太傅たいふとし幼君を託して没す。    
第二十八回第二十八回第二十八回第二十八回        里里里里り克克克克こく    二人二人二人二人のののの孤孤孤孤主主主主をををを殺殺殺殺しししし            秦秦秦秦穆穆穆穆公公公公ぼくこう    晋晋晋晋のののの乱乱乱乱をををを平定平定平定平定すすすす    

概要 里り克こくは幼君奚けい斉せい、卓子たくしを殺し重耳を迎えようとしたが、重耳は情況を

見て固辞。仕方なく夷吾を迎えた。夷吾は喜び、秦に復国協力を頼み黄河以

西の五城の譲渡を約した。 
第二十九回第二十九回第二十九回第二十九回        晋恵公晋恵公晋恵公晋恵公群臣群臣群臣群臣をををを大誅殺大誅殺大誅殺大誅殺しししし        管管管管仲仲仲仲病床病床病床病床でででで後後後後任任任任宰相宰相宰相宰相のののの是非是非是非是非をををを論論論論ずずずず    

概要 恵公は秦への五城割譲の約束を破棄し、里克以下重耳派の九名の大夫

を誅殺／周では叔帯しゅくたいが謀反を起こしたが秦、晋の来援で平定／その年管仲

は病に臥し桓公に雍巫ようふ.豎刁じゅちょう.開方かいほうの三佞を遠ざけるよう進言。    
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第三十回第三十回第三十回第三十回        秦晋秦晋秦晋秦晋    龍門山龍門山龍門山龍門山りゅうもんさんでででで大戦大戦大戦大戦、、、、    穆穆穆穆姫姫姫姫ぼくき    死死死死をををを賭賭賭賭してしてしてして晋侯晋侯晋侯晋侯のののの大大大大赦赦赦赦をををを要求要求要求要求    

概要 晋は大飢饉に見舞われ恵公は厚顔にも秦に援助を求めた。穆公ぼくこうは大

義により応じたが、翌年秦の飢饉には恵公は援助を断る。穆公は怒り晋に出

兵し恵公を囚え、五城の割譲、世子入質を条件に講和を赦した（韓かん原げんの戦）。    

第三十一回第三十一回第三十一回第三十一回        晋恵公晋恵公晋恵公晋恵公怒怒怒怒りでりでりでりで慶慶慶慶けい鄭鄭鄭鄭ていをををを誅殺誅殺誅殺誅殺、、、、    介介介介子推子推子推子推かいしすい太太太太腿腿腿腿のののの肉肉肉肉をををを切切切切りりりり君君君君にににに献献献献ずずずず    

概要 恵公は重耳を恐れ翟てきへ討伐兵を送り、重耳は斉に逃避。この時頭須とうしゅに

資金を持逃げされ苦しい旅が続き、介子推かいしすいが自分の腿肉をスープにし重耳に

出す場面もあった。／斉桓公は管仲の遺言を聞かず三佞を近づける。        

第三十二回第三十二回第三十二回第三十二回        晏蛾児晏蛾児晏蛾児晏蛾児あんがげい    塀塀塀塀をををを越越越越ええええ節節節節にににに殉殉殉殉じじじじ        桓公桓公桓公桓公のののの公子公子公子公子たちたちたちたち    朝堂朝堂朝堂朝堂をををを騒騒騒騒がすがすがすがす    

概要 桓公は管仲の心配通り、死の床に臥すと雍巫ようふ豎刁じゅちょうに幽閉され、惨め

な覇王の最期となった。桓公の没後無虧むきが立ち商人しょうじん、元、潘はんの三公子も君

位を争う。宋襄公じょうこうは桓公の付託を重視し太子昭しょうを擁立し斉に迫った。    

第三十三回第三十三回第三十三回第三十三回        宋公宋公宋公宋公    斉斉斉斉にににに出出出出兵兵兵兵しししし公子昭公子昭公子昭公子昭をををを擁立擁立擁立擁立、、、、        
楚楚楚楚    伏兵伏兵伏兵伏兵をををを置置置置きききき盟盟盟盟主主主主をををを強奪強奪強奪強奪すすすす    

概要 太子昭は宋襄公の力を借り孝公となる。／宋襄公は楚の虎の威を借り

て盟主になろうと考え、逆に楚王に盂うの会盟を乗っ取られ捕らえられる。    

第三十四回第三十四回第三十四回第三十四回        宋襄宋襄宋襄宋襄そうじょうのののの仁仁仁仁じん    泓水泓水泓水泓水のののの戦戦戦戦いにいにいにいに大大大大敗敗敗敗、、、、    
斉姜斉姜斉姜斉姜せいきょう    夫夫夫夫重耳重耳重耳重耳ちょうじをををを酔酔酔酔わせてわせてわせてわせて送送送送りりりり出出出出すすすす    

概要 宋目夷もくいは策略で襄公を奪回。宋公は楚を恨み楚軍と泓水おうすいで戦う。宋

公は似非えせ仁（宋襄の仁そうじょうのじん）にこだわり戦略を無視して大敗す／一方重耳の随臣

達は桓公が没すると他国を頼むべく、重耳を強引に連れ出し宋へ向かった。        

第三十五回第三十五回第三十五回第三十五回        重耳重耳重耳重耳ちょうじ    列列列列国国国国をををを周周周周遊遊遊遊、、、、        秦秦秦秦懐懐懐懐嬴嬴嬴嬴かいえい    重耳重耳重耳重耳ちょうじとととと再再再再婚婚婚婚すすすす    

概要 重耳は途中曹そうに立ち寄り共きょう公こうの無礼を受ける。宋襄公は款待するが

泓水おうすいの敗戦で重耳の復国に協力する国力は無く、一行は楚に向かい楚成王の

礼遇を受ける／秦の人質だった晋の太子圉ぎょは無断で帰国し、後に懐かい公こうにな

る。秦穆公は怒り、楚から重耳を引取り擁立を図る。    
第三十六回第三十六回第三十六回第三十六回        晋晋晋晋のののの呂呂呂呂・・・・郤郤郤郤    夜夜夜夜公宮公宮公宮公宮をををを焼焼焼焼きききき        秦秦秦秦穆穆穆穆公公公公ぼくこう    再再再再びびびび晋晋晋晋のののの内内内内乱乱乱乱をををを平定平定平定平定すすすす    

概要 重耳は秦穆公ぼくこうの擁護を受け晋に帰国し文公となる。呂省りょせいと郤芮げきぜいは一

時は文公に服したが、再び公宮を焼き文公暗殺を謀る。文公は仇敵勃鞮ぼっていの自

首を赦し呂、郤の謀略を知り、再び秦君の援助を得て君位を安定させる。    

第三十七回第三十七回第三十七回第三十七回        介介介介子推子推子推子推かいしすい    志操志操志操志操をををを守守守守りりりり綿山綿山綿山綿山めんざんにににに焼死焼死焼死焼死、、、、    
太叔太叔太叔太叔帯帯帯帯たいしゅくたい    太太太太后后后后のののの寵寵寵寵愛愛愛愛をををを恃恃恃恃みみみみ宮宮宮宮中中中中にににに入入入入るるるる    

概要 文公は更に公金持ち逃げ犯頭須とうすを赦し呂郤りょげきの残党の不信を解消。志

操堅き介子推かいしすいは密ひそかに退官し綿山めんざんに隠棲。文公は彼を惜しみ火を放ち下山

を促したが、子推は焼死を選んだ。周襄王は命により鄭を討った翟てき君を嘉し

翟君の娘叔 しゅく隗かいを王后にしたが、彼女は襄王の弟太叔帯しゅくたいと私通。 

第三十八回第三十八回第三十八回第三十八回        周周周周襄襄襄襄じょう王王王王おう    乱乱乱乱をををを避避避避けけけけ鄭鄭鄭鄭へへへへ行行行行きききき        晋晋晋晋文文文文ぶん公公公公こう信義信義信義信義をををを守守守守りりりり原邑原邑原邑原邑をををを降降降降すすすす    

概要 叔帯しゅくたいは翟てきの援助を得て謀反を起し王城を攻め自ら王を称し叔隗を

王后とした。襄王は秦・晋の両国に救援使者を派遣。文公は秦侯の遠征の労

苦解除を理由に秦軍を撤兵させ、単独で叔帯軍を大破し襄王を復国させ勤

皇の功を立てた。襄王は文公に畿内の温、原等４邑を増封した。    

第三十九回第三十九回第三十九回第三十九回        柳下柳下柳下柳下恵恵恵恵りゅうかけい    展喜展喜展喜展喜てんきにににに策策策策をををを授授授授けけけけ斉軍斉軍斉軍斉軍をををを撤兵撤兵撤兵撤兵させさせさせさせ    

    晋文公晋文公晋文公晋文公    衛衛衛衛・・・・曹曹曹曹をををを討討討討つつつつ    
概要 斉孝公は無虧むきに加担した魯へ報復軍を出したが柳下恵りゅうかけいの智謀で撤兵。

楚は魯の要請で斉に出兵し斉の陽よう谷こくを落し、更に仇敵宋を攻めた／晋は親

楚の衛・曹を攻めて楚の宋包囲を解き引続き楚の討伐を計る。楚討伐には秦・

斉との和親が必須で先ず斉と講和を結ぶ。 

第四十回第四十回第四十回第四十回        先軫先軫先軫先軫せんしん    詭計詭計詭計詭計をもってをもってをもってをもって子子子子し玉玉玉玉ぎょくをををを怒怒怒怒らせらせらせらせ        楚楚楚楚晋晋晋晋城濮城濮城濮城濮じょうぼくでででで大戦大戦大戦大戦    

概要 晋文公は命令に違背し僖負羈きふきを殺した宿将魏犨ぎしゅう・顛頡てんきつを各免職、斬

首とする／宋討伐に出陣した楚成王は、文公の用兵の速さに驚き撤兵を指

令。成得臣子玉せいとくしんしぎょくは晋の策略に乗り、楚王の禁令に違背し晋に宣戦布告。文公

は亡命中の楚王との約束を守り三舎さんしゃ退却し城濮じょうぼくで子玉軍を壊滅。    
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第四十一回第四十一回第四十一回第四十一回        楚楚楚楚子子子子し玉玉玉玉ぎょく    連連連連れん谷谷谷谷こく城城城城じょうでででで自裁自裁自裁自裁        晋侯晋侯晋侯晋侯    践土践土践土践土せんどでででで会会会会盟盟盟盟かいめいしししし盟盟盟盟主主主主となるとなるとなるとなる    

概要 楚王は命令違反の敗戦に激怒し子玉に自裁を命じた／晋軍凱旋の途

中周襄王がねぎらいに見えると聞き文公は急遽践土せんどに行宮あんぐうを造営し諸侯を

集め、襄王は文公を方ほう伯はくに封じた／衛成公は晋文公の怒りを知り仕方なく

弟叔しゅく武ぶに国を任せ出国。    
第四十二回第四十二回第四十二回第四十二回            周襄王周襄王周襄王周襄王    河河河河か陽陽陽陽ようでででで朝見朝見朝見朝見ちょうけんをををを受受受受けけけけ        衛衛衛衛元咺元咺元咺元咺げんけん    公公公公館館館館でででで訴訟訴訟訴訟訴訟をををを行行行行うううう    

概要 文公は宿臣顛頡てんきつ、祁瞞きまん、舟之僑しゅうしきょうを斬り命令違反必罰の方針を貫く／

衛成公は讒言を信じ、成公の復国に努力した弟叔武しゅくぶを簒奪者と疑う／文公

は天子への答礼の朝見を兼ね河か陽ようで会盟を行い、朝見後、叔武冤罪えんざい事件の衛

成公の裁判を開く。    
第四十三回第四十三回第四十三回第四十三回        寧寧寧寧兪兪兪兪ねいゆ    酖毒酖毒酖毒酖毒ちんどくをををを逆逆逆逆用用用用しししし衛侯衛侯衛侯衛侯のののの復国復国復国復国をををを図図図図りりりり        

        燭燭燭燭しょく武武武武ぶ    城城城城をををを降降降降りてりてりてりて密密密密にににに秦秦秦秦にににに撤兵撤兵撤兵撤兵をををを説説説説くくくく    
概要 文公が曹衛両君を赦さないので鄭伯も恐れて楚につく／文公から河陽

の会盟欠席の問責を受けた許は城濮じょうぼく敗戦直後の楚の救援が得られず投降

／更に文公は寝返った鄭を晋秦共闘盟約に基づき連合で攻撃。だが鄭燭武しょくぶの

離間策により秦は鄭に杞子きし等を残し密かに撤兵。    

第四十四回第四十四回第四十四回第四十四回        叔叔叔叔詹詹詹詹しゅくせん    煮釜煮釜煮釜煮釜にににに拠拠拠拠ってってってって晋侯晋侯晋侯晋侯にににに抗抗抗抗しししし、、、、    

        弦弦弦弦げん高高高高こう    偽偽偽偽のののの君命君命君命君命でででで秦軍秦軍秦軍秦軍ををををねぎねぎねぎねぎらいらいらいらい鄭鄭鄭鄭をををを救救救救うううう    
概要 秦撤退後も晋は鄭攻撃を継続。鄭は講和を許され親晋となる。／楚王

も脅威に感じ晋と講和を締結。文公六十八歳で没す。／秦穆公は鄭に残した

杞子の提案に乗り鄭討伐のため孟明視もうめいしを派兵。鄭の牛商人弦高げんこうの機転で孟

明視は鄭に迎撃準備ありと判断し代りに晋の属国滑に兵を向け攻め落す。    

第四十五回第四十五回第四十五回第四十五回        晋襄公晋襄公晋襄公晋襄公    喪章喪章喪章喪章をつけてをつけてをつけてをつけて秦秦秦秦をををを破破破破りりりり    、、、、    

        先先先先せん元帥元帥元帥元帥    甲冑甲冑甲冑甲冑をををを脱脱脱脱ぎぎぎぎ翟翟翟翟軍軍軍軍にににに突突突突入入入入しししし自裁自裁自裁自裁すすすす    
概要 晋元帥先軫せんしんは、滑を滅ぼした秦遠征軍が帰途崤山こうざんの隘路を通る事を

予測し、不意を襲い全滅させ三元帥を捕縛。晋襄公は不用意にこれを釈放し

たため先軫は激怒し襄公に唾棄する。先軫はその後突然攻めて来た翟君を討

ち果した後、君主への非礼を詫び敵陣に斬込み自裁。    

第四十六回第四十六回第四十六回第四十六回        楚楚楚楚商商商商しょう臣臣臣臣しん    宮宮宮宮中中中中でででで父王父王父王父王をををを弑弑弑弑しししし、、、、    秦秦秦秦穆穆穆穆公公公公ぼくこう    崤崤崤崤こう谷谷谷谷こくでででで遺骨遺骨遺骨遺骨をををを葬葬葬葬るるるる    

概要 楚成王は世子の廃立を謀ったが、世子商臣は機先を制し父王を自殺さ

せ穆ぼく王おうとなる／秦孟明は崤こうの復讐戦彭衙の戦いにも敗れ死を覚悟したが穆

公に赦され、満を持し背水の出陣。晋は秦軍の勢いを恐れ守りに徹し秦は崤

山の英霊を祭って凱旋し、その勢いで戎族を併合し西戎の覇者となる。    

第四十七回第四十七回第四十七回第四十七回        弄弄弄弄ろう玉玉玉玉ぎょく    簫簫簫簫しょうをををを吹吹吹吹きききき鳳凰鳳凰鳳凰鳳凰にににに乗乗乗乗りりりり        
    趙趙趙趙盾盾盾盾とん秦秦秦秦にににに違背違背違背違背しししし霊霊霊霊公公公公をををを立立立立てるてるてるてる    

概要 笙しょうを好む秦穆公の愛娘弄ろう玉ぎょくと簫しょうをよくする太崋山たいかざんの蕭史しょうしとの愛

情物語／晋では襄公没後、太子が幼少の為趙盾ちょうとんは在秦公子雍よう奉迎の使者

を出すが、国内の太子同情派を抑え得ず、秦に違背し幼太子を立て、雍奉送

中の秦軍を討つ。使者の士会らは怒って秦に亡命。（令狐れいこの背信）    

第四十八回第四十八回第四十八回第四十八回        晋晋晋晋五五五五将将将将    先克先克先克先克せんこくをををを刺刺刺刺してしてしてして国国国国をををを乱乱乱乱しししし            
寿余寿余寿余寿余秦秦秦秦をををを欺欺欺欺きききき士士士士会会会会をををを迎迎迎迎えるえるえるえる    

概要 趙盾ちょうとんは士縠しこくらの乱を制し五人の大夫を処刑／楚では王商臣が晋の内

乱の隙に鄭、陳を攻め鄭陳宋と厥貉けつばくで会盟を行う／秦では康公が「令狐の背

信」の報復に出る(河曲の戦)。晋はこの戦いに士会のために苦しめられ、趙盾は

士会の奪回を謀る。士会しかいの帰国後秦康公は義により士会の家族を還す。    

第四十九回第四十九回第四十九回第四十九回        宋宋宋宋公子公子公子公子こうし鮑鮑鮑鮑ほう    私私私私財財財財をををを投投投投じてじてじてじて民民民民にににに施施施施しししし国国国国をををを買買買買いいいい、、、、    

        斉斉斉斉懿懿懿懿公公公公いこう    竹林池竹林池竹林池竹林池でででで弑逆弑逆弑逆弑逆にににに遭遭遭遭うううう    
概要 趙盾は覇業継承のため新城の会盟を行う／斉公子商人は昭公の没後

世子を殺し懿公となるが宿恨ある家臣に殺される／宋公子鮑は民心を買い
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君位簒奪し文公となり、その問罪軍の晋の荀林父じゅんりんほは賄賂を受け講和を許す

／魯では東門遂とうもんすいが文公の没後幼主の交代を策す。    

第五十回第五十回第五十回第五十回        魯魯魯魯東門遂東門遂東門遂東門遂とうもんすい    公子公子公子公子こうし倭倭倭倭わをををを擁立擁立擁立擁立、、、、            趙趙趙趙盾盾盾盾とん    桃園桃園桃園桃園でででで霊霊霊霊公公公公をををを強強強強諌諌諌諌すすすす    

概要 魯東門遂は斉侯の後ろ楯で世子を謀殺し宣公を擁立／楚庄王旅りょは即

位後三年間「鳴かず飛ばず」申無畏しんむいらの諌言で大悟す／晋では霊公が荒淫暴

虐で国事に無関心。強諌する趙盾を疎み屠岸夷と共謀し抹殺を謀る。    

第五十一回第五十一回第五十一回第五十一回        董董董董とう狐狐狐狐こ    桃園事件桃園事件桃園事件桃園事件をををを趙盾趙盾趙盾趙盾ちょうとんのののの責責責責としとしとしとし史簡史簡史簡史簡にににに直筆直筆直筆直筆ちょくひつ、、、、        

        楚庄王楚庄王楚庄王楚庄王    闘椒闘椒闘椒闘椒とうしょをををを誅誅誅誅しししし絶纓絶纓絶纓絶纓ぜつえい大会大会大会大会たいかいをををを催催催催すすすす    
概要 事情を知った趙穿ちょうせんは桃園で霊公を謀殺。趙盾は桃園事件をうやむや

にする。史官董狐とうこは史書に「趙盾霊王を弑逆」と記し、盾の抗議に屈せず／楚

庄王は周に侵入し「鼎の軽重」を問う。闘越椒とうえつしょの謀反に苦戦し養由基ようゆうきの弓で

平定。この時の無礼講の宴会が有名な「絶纓会ぜつえいかい」である。    

第五十二回第五十二回第五十二回第五十二回            鄭鄭鄭鄭公子公子公子公子こうし宋宋宋宋そう    龞龞龞龞すっぽん賞味賞味賞味賞味会会会会でででで叛心叛心叛心叛心をををを起起起起しししし、、、、    

        陳霊陳霊陳霊陳霊公公公公    女女女女のののの下着下着下着下着をををを着着着着てててて朝廷朝廷朝廷朝廷でででで戯戯戯戯たわむれるれるれるれる    
概要 鄭では晋楚帰属で国論が二分。公子帰生きせい、公子宋が霊公を弑し襄公を

立て晋と講和す。楚庄王の弑逆問罪軍は二度晋に阻まれたが、鄭は帰生の死

後子宋を殺し楚に講和／陳でも司馬夏御叔かぎょしゅくの死後、美人の後家夏姫かきのもとへ

霊公たちが私通し弑逆事件に発展。 
第五十三回第五十三回第五十三回第五十三回    楚庄王楚庄王楚庄王楚庄王    諌言諌言諌言諌言をををを聞聞聞聞きききき陳陳陳陳をををを復国復国復国復国させさせさせさせ、、、、    

        晋晋晋晋景景景景公公公公    軍軍軍軍をををを出出出出動動動動しししし鄭鄭鄭鄭をををを救救救救うううう    
概要 陳霊公は夏姫の機嫌をとり息子夏徴舒ちょうじょを司馬にした。徴舒は霊公た

ちから母との淫らな聞かずもがなを耳にし憎悪が噴出霊公を弑す。楚庄王

は弑逆を問罪し誅殺／楚は鄭から撤兵中晋救援軍黄河渡河の情報が入る。

庄王は伍参ごさんの強引な説得で晋軍との決戦を決意。    
第五十四回第五十四回第五十四回第五十四回        荀荀荀荀じゅん林林林林りん父父父父ほ    部下部下部下部下のののの違違違違令令令令をををを放任放任放任放任しししし大大大大敗敗敗敗、、、、    

孟侏儒孟侏儒孟侏儒孟侏儒もうしゅじゅ    芝居芝居芝居芝居にににに託託託託しししし楚庄王楚庄王楚庄王楚庄王にににに忠忠忠忠告告告告すすすす    
概要 鄭がすでに楚へ投降した事を知り晋荀林父じゅんりんほは撤兵を命じたが、主戦派

先縠せんこく等が命令を無視して黄河を渡ったので仕方なく開戦。楚王の講和案も先

縠らが破棄。楚は内部割れの晋軍に先制攻撃し一挙に大勢を決め、晋は大敗

し遂に覇主の座を楚に譲る（邲ひつの戦い）。    
第五十五回第五十五回第五十五回第五十五回        宋華宋華宋華宋華元元元元    楚楚楚楚にににに潜入潜入潜入潜入しししし元帥元帥元帥元帥をををを寝室寝室寝室寝室でででで脅迫脅迫脅迫脅迫、、、、        

        老老老老人人人人    草草草草をををを結結結結びびびびてててて杜杜杜杜と回回回回かいをををを倒倒倒倒しししし旧旧旧旧恩恩恩恩にににに報報報報ゆゆゆゆ    
概要 楚は鄭対策として晋の友好国宋を攻撃。救援承諾の連絡使者晋解揚かいようは

楚に捕わるが命を捨てて晋来援を知らせる。しかし救援の晋軍は来ず、宋

華元かげんは落城を前まえに楚陣に単身潜入、元帥側そくを脅迫し講和／秦では杜回とかいが晋

を攻撃。晋将魏顆ぎかは父魏犨ぎしゅうの愛妾助命の陰徳により杜回を討つ。    

第五十六回第五十六回第五十六回第五十六回        斉国母斉国母斉国母斉国母簫簫簫簫しょう夫人夫人夫人夫人ふじん    楼台楼台楼台楼台かかかからららら客客客客をををを愚愚愚愚弄弄弄弄しししし、、、、        

    逢逢逢逢ほう丑丑丑丑ちゅう父父父父ほ    衣衣衣衣をををを交換交換交換交換しししし主君主君主君主君のののの影影影影武武武武者者者者となるとなるとなるとなる    
概要 晋は令狐の背信、斉及び宋の弑逆罪不問、更に鄭・宋の救援もできず諸

侯は離反。晋は修復の為郤げき克こくを魯・斉に派遣。偶然魯・衛・曹の大夫も斉へ同

行。四人は斉頃公けいこうの母親に身体の欠点を嘲笑され怒る。後日頃公は四国連

合軍の攻撃を受け完敗し逢丑父ほうちゅうほ身代り策でやっと帰国（鞍あんの戦い）。    

第第第第五十七回五十七回五十七回五十七回        巫巫巫巫ふ臣臣臣臣しん    夏夏夏夏か姫姫姫姫きをををを娶娶娶娶りりりり晋晋晋晋へへへへ出出出出奔奔奔奔、、、、趙趙趙趙氏氏氏氏下下下下宮宮宮宮のののの難難難難でででで程嬰程嬰程嬰程嬰孤児孤児孤児孤児をををを匿匿匿匿うううう    

概要 晋郤克げきこくは臨淄りんしを包囲し斉侯は講和を求め盟約を結ぶ／楚の屈巫くつぶは

夏姫かきを得て晋に出奔し、呉と友好関係を作り呉楚の辺境を忙しくし、楚を苦

しめる／趙盾没後、屠岸賈とがんかは景公に霊公弑逆事件を讒言し趙氏族滅を謀る

(下宮かきゅうの難)。趙盾ちょうとんの腹心公孫杵臼こうそんしょきゅうと程嬰ていえいは遺児趙武ちょうぶを匿う。    

第五十八回第五十八回第五十八回第五十八回        魏魏魏魏相相相相    秦秦秦秦伯伯伯伯をををを説説説説得得得得しししし景景景景公公公公にににに秦秦秦秦医医医医をををを迎迎迎迎ええええ、、、、    

        養叔養叔養叔養叔ようしゅく神技神技神技神技でででで王王王王のののの恨恨恨恨みのみのみのみの魏錡魏錡魏錡魏錡ぎきにににに報復報復報復報復    
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概要 晋景公は魏相ぎそうの秦の名医招聘努力も甲斐なく病没し厲公が立つ／宋華

元は晋楚の講和を提唱、両国は宋の西門外で不戦条約を締結（西門にしもんの盟約）。

楚の司馬側そくはこの盟約に不満で共王を唆そそのかして鄭を攻略し晋楚再び戦う。楚

共王は左目に矢を受け晋が攻勢に立った。（鄢陵えんりょうの戦）    

第五十九回第五十九回第五十九回第五十九回        厲公厲公厲公厲公れいこう    胥胥胥胥しょ童童童童どうをををを寵寵寵寵愛愛愛愛しししし晋国大乱晋国大乱晋国大乱晋国大乱となりとなりとなりとなり、、、、    

    悼悼悼悼公公公公とうこう    屠屠屠屠と岸岸岸岸がん賈賈賈賈かをををを誅誅誅誅しししし趙趙趙趙氏氏氏氏をををを復復復復興興興興    
概要 晋軍に魯・衛が参軍。楚王は元帥側そくが泥酔の為令尹嬰えい斉せいと相談し撤

退。晋厲公は戦勝で尊大放蕩になり、佞臣胥しょ童どうの誣告ぶこくで郤げき氏を粛清。欒書らんしょ、

荀偃じゅんえんは大義で厲公を弑し悼公とうこうを擁立。韓厥かんけつは趙氏下宮の難を新君悼公に

説明、悼公は屠岸賈とがんかを誅し趙氏を復興させる。    

第六十回第六十回第六十回第六十回    智武智武智武智武子子子子ちぶしのののの三三三三分分分分四軍四軍四軍四軍之法之法之法之法でででで楚軍楚軍楚軍楚軍をををを疲弊疲弊疲弊疲弊させさせさせさせ、、、、        

    魯三魯三魯三魯三将将将将    偪偪偪偪ふく陽陽陽陽よう城城城城でででで力量発揮力量発揮力量発揮力量発揮    
概要 交通の要衝、戦略的重要地点にある鄭は、常に晋・楚両大国の間に攻め

られその度に両国の顔色を見て向背を繰り返す。晋悼公は楚の戦力を消耗

させるため、一方では呉に楚の東国境を騒がさせ、他方で『以逸待労いいつたいろうの計』を

採用して鄭を攻め、楚軍を疲弊させる策を取る。その前に晋のアキレス腱であ

る、楚の宋攻撃未然防止のため軍用道路になる偪陽ふくよう城を取る事にする。        

第六十一回第六十一回第六十一回第六十一回        晋晋晋晋悼悼悼悼公楚公楚公楚公楚とととと蕭魚蕭魚蕭魚蕭魚しょうぎょでででで会会会会しししし、、、、孫孫孫孫そん林林林林りん父父父父ほ歌歌歌歌『『『『巧言巧言巧言巧言』』』』をををを聴聴聴聴きききき衛侯衛侯衛侯衛侯をををを追放追放追放追放    

概要 悼公は鄭に三度出兵し三度目、楚は晋の以逸待労いいつたいろうの計に疲れ救援でき

ず。三度赦され鄭簡公は感激し衷心より晋に臣従／衛では献公が佞臣に囲

まれ恣意放縦。孫林父そんりんほや寧殖ねいしょくは先君の弟の擁立を図り宮廷を攻撃。献公は

斉へ出奔。 第六十二回第六十二回第六十二回第六十二回        諸侯諸侯諸侯諸侯連連連連合合合合してしてしてして斉斉斉斉をををを攻攻攻攻めめめめ        晋晋晋晋臣臣臣臣    相相相相謀謀謀謀ってってってって欒欒欒欒らん盈盈盈盈えいをををを追放追放追放追放するするするする    

概要 衛孫林父そんりんほは殤公しょうこうを奉戴／斉霊公は覇主を目指し魯に出兵。晋平公は

諸侯連合で斉臨淄りんしを包囲するが連合国鄭に内乱が発生し撤兵（平陰の戦）。 晋は再度斉に出兵するが斉霊公が没したので義により撤兵。斉晏嬰あんえいも晋の

仁に応え澶淵せんえんで講和／晋では名門欒らん盈えいが范はん氏の讒言により追放される。    

第六十三回第六十三回第六十三回第六十三回    老老老老祁祁祁祁奚奚奚奚きけい    羊羊羊羊よう舌舌舌舌ぜつ救救救救出出出出にににに尽力尽力尽力尽力、、、、    范鞅范鞅范鞅范鞅はんおう    機転機転機転機転をきをきをきをきかかかかしししし魏舒魏舒魏舒魏舒ぎじょをををを強奪強奪強奪強奪すすすす    

概要 賢臣羊よう舌ぜつ赤せきと肹きつは欒盈らんえいの与党である弟叔虎しゅくこに連座。引退していた祁奚

は急遽上京し平公に助命嘆願／欒盈に叛心ほんしんはなく、斉へ出奔したが斉庄公は

欒盈を利用し平陰へいいんの敗戦の報復を考え、欒盈も遂にこれに乗る。辛兪しんゆ諫死。

魏舒ぎじょの内応が范氏に抑えられ欒盈は出鼻をくじかれる。    

第六十四回第六十四回第六十四回第六十四回        欒欒欒欒らん盈盈盈盈えい    曲沃曲沃曲沃曲沃きょくよく城城城城でででで死死死死しししし、、、、    斉斉斉斉杞杞杞杞き梁梁梁梁りょう莒莒莒莒のののの且于且于且于且于門門門門しょうもんでででで死死死死戦戦戦戦すすすす    

概要 欒盈らんえいは魏舒ぎじょの裏切りを激怒。欒軍の猛将督とく戎じゅうは力戦したが斐豹ひひょうの罠

に討たれ、斉庄公の救援も間に合わず大敗し欒盈は曲沃きょくよくで最後を戦い殺さ

れる。斉侯は途中でこれを知り撤兵。帰途莒きょを攻め、華周かしゅう・杞き梁りょうは勇猛に

戦死。杞梁の妻の夫への想いで臨淄城の壁が数尺崩れ落ちたという。    

第六十五回第六十五回第六十五回第六十五回        斉侯斉侯斉侯斉侯    弑弑弑弑されされされされ崔崔崔崔慶慶慶慶さいけい両氏両氏両氏両氏がががが専権専権専権専権、、、、    
    寧寧寧寧喜喜喜喜ねいき    衛献公衛献公衛献公衛献公をををを復国復国復国復国させさせさせさせ国国国国政政政政をををを独独独独断断断断    

概要 斉庄公は相国崔杼さいちょの妻と私通し自ら内乱の因を作り崔杼に殺され

る。「崔杼君主を弑す」と直書し崔杼の変更命令に服さぬ太史兄弟は殺され

るが末弟の強い使命感に崔杼遂に諦める／衛国では寧喜が父寧殖ねいしょくの遺言に

より殤公しょうこうを弑し追放されていた献公を迎えた。    

第六十六回第六十六回第六十六回第六十六回        寧寧寧寧喜喜喜喜ねいき    殺殺殺殺されされされされ子子子子鱄鱄鱄鱄しせん出出出出奔奔奔奔、、、、    慶慶慶慶封封封封    崔杼崔杼崔杼崔杼さいちょをををを殺殺殺殺しししし斉斉斉斉のののの国国国国政政政政をををを独独独独断断断断    

概要 寧喜ねいきは衛献公と朝政一任の約束はあったが主君を極端に無視しため結

局誅殺される／宋向戌しょうじゅつは華元に倣い晋楚停戦を提唱し両国はこれを受け誓

約を交わす（弭兵の会）／斉では慶封けいふうが謀計で崔さい家を滅ぼし国政を専断／相

次ぐ呉楚抗争も、呉王夷昧いまいの時季札きさつが出兵をやめ友好と安民に専心する。    
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第六十七回第六十七回第六十七回第六十七回        盧盧盧盧ろ蒲蒲蒲蒲ほ癸癸癸癸き    慶慶慶慶封封封封けいふうをををを追放追放追放追放、、、、    楚楚楚楚霊霊霊霊王王王王    諸侯諸侯諸侯諸侯とととと大会大会大会大会盟盟盟盟をををを行行行行うううう    

概要 斉では内乱が起り相国慶封は呉に逃亡／鄭では子産しさんが善政を敷き、

『刑書』を鋳造／蔡さいでは嫁を横取された世子が父景公を殺し霊公となる／楚

でも弑逆で霊王が立ち、申に諸侯を集め示威のため呉を攻めたが功無く、章

華宮を造営し物力で示威。    
第六十八回第六十八回第六十八回第六十八回     虒祁虒祁虒祁虒祁宮宮宮宮のののの祝祝祝祝賀賀賀賀のののの席席席席でででで師曠師曠師曠師曠    新新新新曲曲曲曲をををを論論論論じじじじ、、、、    

        陳陳陳陳氏氏氏氏    私私私私財財財財をををを散散散散じてじてじてじて斉国斉国斉国斉国をををを買買買買わわわわんんんんとすとすとすとす    
概要 楚王は章華宮に諸侯を招待するが客は魯侯ただ一人／晋平公は楚を

まね民の膏血を絞り虒祁宮しききゅうを造営したが諸侯招待の宴の夜突然罹病、楽しむ

間なく逝く。斉では四家が高こう・欒らんと陳ちん・鮑ほうの二派に別れ内戦。陳鮑派が勝利

し、陳無為ちんむいは私財を施し公子達や民心の取込みを謀る。    

第六十九回第六十九回第六十九回第六十九回        楚楚楚楚霊霊霊霊王王王王    擁擁擁擁護護護護をををを装装装装いいいい陳陳陳陳・・・・蔡蔡蔡蔡さいをををを滅滅滅滅ぼぼぼぼしししし、、、、    

        晏晏晏晏あん平仲平仲平仲平仲へいちゅう    言言言言葉葉葉葉巧巧巧巧みにみにみにみに楚楚楚楚のののの君君君君臣臣臣臣をををを服服服服せしせしせしせしむむむむ    
概要 楚霊王は陳を併合し蔡さいに出兵。蔡は朝呉ちょうごを楚軍説得に派遣。朝呉は

王弟棄疾きしつに自立を唆すが王を憚り朝呉を追返し楚は蔡も併合。朝呉は蔡の

復国を期し棄疾に仕える／斉は晏嬰あんえいを楚に表敬させ、楚霊王は彼に恥をか

かそうと謀るが悉く言負かされる。    
第七十回第七十回第七十回第七十回    楚平王楚平王楚平王楚平王    三三三三兄兄兄兄をををを殺殺殺殺してしてしてして即即即即位位位位、、、、    晋昭公晋昭公晋昭公晋昭公        覇覇覇覇主主主主をををを目指目指目指目指しししし斉魯斉魯斉魯斉魯をををを脅脅脅脅すすすす    

概要 楚霊王は更に徐じょに遠征。朝呉ちょうごは棄疾きしつに王遠征の隙に自立すべきと進

言。棄疾は次兄を新王に立て新王の命で霊王軍を自壊させ霊王は結局自縊

す。棄疾は兄王を自殺させ自立し平王となり、陳.蔡は復国／晋昭公は覇業

奪回を図り平丘へいきゅうの会盟を行う。    
第七十一回第七十一回第七十一回第七十一回        晏晏晏晏平仲平仲平仲平仲    二二二二桃桃桃桃でででで三三三三勇勇勇勇士士士士をををを謀殺謀殺謀殺謀殺、、、、    

        楚平王楚平王楚平王楚平王    世世世世子子子子せいしをををを追放追放追放追放ししししそそそそのののの嫁嫁嫁嫁をををを娶娶娶娶るるるる    
概要 斉晏嬰は自称「斉国三傑」の傲慢を憂慮。来訪の魯侯に出した珍果金桃

の残り二桃で功を争わせ三人を自殺に追込み、心配する景公に田穣苴でんじょうしょを 推薦。穣苴は晋燕軍に大勝し大司馬となる（司馬しば穣苴じょうしょ）／楚王の寵臣費無極

は太子謀反と讒言し太子建けんは宋に出奔。補佐役の伍奢ごしゃ父子も同罪どうざいとす。    

第七十二回第七十二回第七十二回第七十二回    伍尚伍尚伍尚伍尚ごしょう    身身身身をををを捨捨捨捨てててて父父父父伍奢伍奢伍奢伍奢ごしゃのののの難難難難にににに駆駆駆駆けつけけつけけつけけつけ、、、、    

        伍伍伍伍子子子子胥胥胥胥ごししょ    身身身身ををををややややつしてつしてつしてつして昭昭昭昭関関関関をををを越越越越えるえるえるえる    
概要 楚王の誘いの手紙で兄伍尚は入朝し父と共に刑死。伍子胥は出奔。親

友申包胥しんほうしょと互いに「楚を必ず滅ぼす」「必ず再興させる」と誓い合って別れ、

太子建を伴い宋から鄭へ。建は晋の奸計に乗り鄭を裏切り殺され、子胥は太

子の子勝しょうを連れ呉へ。各所で義人に助けられ厳戒の昭関しょうかんを抜け長江を渡る。    

第七十三回第七十三回第七十三回第七十三回        伍員伍員伍員伍員ごうん    簫簫簫簫しょうをををを吹吹吹吹いていていていて呉市呉市呉市呉市でででで物乞物乞物乞物乞いをしいをしいをしいをし、、、、        

    専専専専せん諸諸諸諸しょ    焼焼焼焼魚魚魚魚をををを献上献上献上献上しししし王王王王僚僚僚僚をををを刺刺刺刺すすすす        
概要 伍員ごうん（伍子胥）は危険をしのぎやっと呉都に到着。物乞をしつつ公子

姫光きこうの幕下に入る機会を得る。途中で知合った専せん諸しょを推薦し、公子の謀士と

して王僚を倒す謀計を献策し公子光の呉王闔閭こうりょ登位を援ける。この頃楚平

王は病死する。伍員は仇敵の仇討前の死を悲しんだ。    

第七十四回第七十四回第七十四回第七十四回        囊囊囊囊のう瓦瓦瓦瓦げ    誹謗誹謗誹謗誹謗をををを恐恐恐恐れれれれ無無無無極極極極むごくをををを誅殺誅殺誅殺誅殺、、、、要要要要離離離離ようり    名名名名声声声声をををを貪貪貪貪りりりり慶慶慶慶忌忌忌忌けいきをををを刺刺刺刺すすすす        

概要 費無極ひむきょくは賢臣伯郤宛はくげきえんを謀殺。子伯嚭はくひは呉に亡命。楚令尹れいいんの囊瓦のうげは費

無極を悪の元凶として誅殺／闔閭こうりょは伍員に城の建築と防衛体制の整備を命

じ、刀匠干将に名刀干将・莫耶かんしょう ばくや剣を作らせ、要離ようりの苦肉の策に従い危険人物

王僚の子慶忌けいきを除いた。    
第七十五回第七十五回第七十五回第七十五回    孫孫孫孫武武武武    演習演習演習演習でででで呉呉呉呉王王王王のののの寵姫寵姫寵姫寵姫をををを斬斬斬斬、、、、蔡蔡蔡蔡さい昭公昭公昭公昭公    質質質質をををを出出出出しししし呉師呉師呉師呉師をををを乞乞乞乞うううう    

概要 伍子胥ごししょは呉王闔閭こうりょに孫武そんぶを推薦。孫武は兵法十三篇を献上し、女性で

も兵士として使用可能と王前で演習し命令違反の王の寵姫を軍法に照らし

斬る。一方楚の属国唐蔡陳許等の楚離れの情報を得て呉王は遂に伍子胥の宿

願楚討伐の大軍を起こした。 
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第七十六回第七十六回第七十六回第七十六回        楚昭王楚昭王楚昭王楚昭王    郢郢郢郢えい都都都都とをををを捨捨捨捨てててて西西西西にににに奔奔奔奔りりりり、、、、    伍伍伍伍子子子子胥胥胥胥    墓墓墓墓をををを掘掘掘掘りりりり屍屍屍屍にににに鞭打鞭打鞭打鞭打つつつつ        

概要 迎撃にでた楚囊瓦のうげは沈尹戌ちんいんじゅつの策を聞かず呉軍に壊滅され敵前逃亡。

楚王は遂に都城の郢えいを捨て随ずいを頼った。孫武は昭王に代え太子建の子勝を王

位につけるのが名実両全と説得したが、闔閭は聞かず楚の徹底滅亡を望ん

だ。子胥は平王の死体に復讐の銅鞭を打つ。    

第七十七回第七十七回第七十七回第七十七回    申申申申包胥包胥包胥包胥しんほうしょ    秦秦秦秦庭庭庭庭でにでにでにでに泣泣泣泣いていていていて借兵借兵借兵借兵をををを乞乞乞乞いいいい、、、、    呉呉呉呉軍軍軍軍    撤撤撤撤退退退退しししし楚昭王復国楚昭王復国楚昭王復国楚昭王復国        

概要 申包胥しんほうしょは楚再興を図り姻戚関係に望みを託して秦公に哀訴し借兵に

成功。楚秦連合軍は呉の先鋒を打破り戦局は膠着。突然闔閭の弟夫概ふがいが帰国

し謀反を起す。孫武は土地を割譲させ勝の楚復帰を条件に講和。闔閭は兵

を返し夫概は宋へ敗走。楚は鄀じゃくに遷都。    
第七十八回第七十八回第七十八回第七十八回    孔孔孔孔子子子子    夾夾夾夾谷谷谷谷きょうこくのののの会会会会盟盟盟盟でででで斉斉斉斉のののの野望野望野望野望をををを退退退退けけけけ、、、、        

聞人聞人聞人聞人    三都三都三都三都のののの城城城城壁問題壁問題壁問題壁問題でででで誅殺誅殺誅殺誅殺さるさるさるさる        
概要 魯政は三大夫に移り実権は更にその家臣が握り下克上の様相。陪臣

陽虎ようこは魯政独占を謀り敗れて出奔／斉魯は夾谷きょうこくで会盟、孔子は魯公に同伴

し、辯、,武両面の対応で斉から難を逃れる。孔子は内乱防止に大夫の邑城の

縮小を提案し、抵抗する少正卯しょうせいぼうを誅殺。 

第七十九回第七十九回第七十九回第七十九回    斉斉斉斉黎黎黎黎弥弥弥弥れいび    魯公魯公魯公魯公にににに歌歌歌歌姫姫姫姫をををを送送送送りりりり孔孔孔孔子子子子をををを追出追出追出追出しししし、、、、        

文文文文種種種種    呉呉呉呉のののの太太太太宰宰宰宰伯伯伯伯嚭嚭嚭嚭はくひをををを買買買買収収収収    
概要 斉は魯君と孔子の離間を謀り孔子は遂に魯を出国／呉闔閭は越に出

兵、句践の敵前での死刑囚自刎の奇策に混乱し大敗戦死／三年の服喪後呉王

夫差ふさは満を持し越を攻撃し、句践こうせん軍は大敗。越文種ぶんしょうは伯嚭はくひに取入り句践

の助命を求む／晋では内紛が起き范・中行氏が滅び智趙魏韓の四卿となる。    第八十回第八十回第八十回第八十回        夫夫夫夫差差差差ふさ    伍伍伍伍子子子子胥胥胥胥ごししょのののの諌言諌言諌言諌言をををを聞聞聞聞かかかかずずずず越越越越王王王王をををを赦赦赦赦しししし、、、、    

        句句句句践践践践こうせん    懸懸懸懸命命命命にににに呉呉呉呉にににに仕仕仕仕えるえるえるえる        
概要 越を赦すなという子胥の強諫を聞かず夫差は句践を赦す。句践は

范蠡はんれいと伴に従順に夫差に仕え、夫差が風邪で寝込んだ時大便をなめて回復

を予言する等苦肉の策で信頼を得、夫差は結局句践の帰国を許す。句践は面

従腹背、臥薪嘗胆して報復の時期を待った。    

第八十一回第八十一回第八十一回第八十一回        呉呉呉呉王王王王    美人美人美人美人のののの計計計計にににに陥陥陥陥ちちちち西西西西施施施施せいしをををを寵寵寵寵愛愛愛愛、、、、    能弁能弁能弁能弁のののの子子子子し貢貢貢貢こう    列列列列国国国国をををを説説説説くくくく    

概要 句践は呉王に美女西施せいしを献上する等、呉弱体化策を着々と進める／

一方斉は魯呉連合軍に攻められ謝った恨みがあり魯に報復軍を出す。孔子は

母国の為に魯攻め中止の説得に子貢しこうを斉へ派遣。子貢は斉相陳恒ちんこうに寧ろ呉を

攻めるべきと説き、更に呉王夫差には越より斉討伐が覇王の近道と扇動。    

第八十二回第八十二回第八十二回第八十二回        夫夫夫夫差差差差    子子子子胥胥胥胥をををを殺殺殺殺しししし晋晋晋晋とととと覇覇覇覇主主主主をををを争争争争いいいい、、、、    

蒯瞶蒯瞶蒯瞶蒯瞶かいかい    衛衛衛衛にににに帰帰帰帰国国国国しししし子子子子路路路路しろ    纓纓纓纓えいをををを結結結結んんんんでででで死死死死すすすす    
概要 子胥は夫差の命で斉に挑戦状を届け、呉の将来を悲観し息子を斉鮑ほう

息そくに預ける／呉斉の艾陵がいりょうの戦いは呉が完勝、夫差は疎ましい子胥に自裁を

命じ、晋と盟主を競うため遠征。越王句践はその隙に呉を攻撃し、撤兵して

来た夫差は大敗／斉では陳氏が専権し、衛では君主父子の内乱発生。    

第八十三回第八十三回第八十三回第八十三回    葉葉葉葉公公公公しょうこう    羋羋羋羋び勝勝勝勝しょうをををを誅誅誅誅しししし楚楚楚楚をををを固固固固めめめめ、、、、    越越越越王王王王    夫夫夫夫差差差差をををを滅滅滅滅ぼぼぼぼしししし覇覇覇覇をををを称称称称えるえるえるえる    

概要 呉楚講和で楚に戻った勝は、父の仇の鄭討伐に非協力的な子し西せい・子期しきを

殺し謀反を起こしたが沈ちん諸梁しょりょう(葉公しょうこう)に平定される／呉は越に再び大敗し

夫差は自刎し呉越戦争は終る。范蠡はんれいは句践こうせんの人物を見限り越を去る／晋で

は四卿の一人智伯ちはくが大権を握る。    
第八十四回第八十四回第八十四回第八十四回        智智智智ち伯伯伯伯はく    晋陽晋陽晋陽晋陽をををを水水水水攻攻攻攻めにしめにしめにしめにし、、、、        豫譲豫譲豫譲豫譲よじょう    衣衣衣衣をををを刺刺刺刺しししし趙趙趙趙襄子襄子襄子襄子ちょうじょうしにににに報報報報復復復復    

概要 智伯は魏趙韓を滅ぼし晋を乗取ろうと謀り、「越と覇権争いの為の軍

事強化」の名目で三家に土地を要求。趙襄子じょうしは断り智魏韓の攻撃を受ける
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が、落城寸前に逆に趙魏韓連合に成功し智氏を滅ぼす。智伯の臣豫譲よじょうは刺

客となり『士は己を知る者のために死す』と趙襄子に二度報復を試みる。    

第八十五回第八十五回第八十五回第八十五回        楽羊楽羊楽羊楽羊    中山中山中山中山ちゅうざんのののの贈贈贈贈りりりり物物物物わがわがわがわが子子子子のののの羹羹羹羹をををを啜啜啜啜りりりり、、、、    

        西西西西門門門門豹豹豹豹せいもんひょう    河河河河伯伯伯伯嫁取嫁取嫁取嫁取りりりり事件事件事件事件のののの巫巫巫巫女女女女をををを誅誅誅誅すすすす        
概要 趙魏韓は周王に諸侯を認めさせる／周王は二弟を王城と鞏きょうに封じ

東西二周となる／魏文侯ぶんこうは適材適所を進め、楽がく羊ように中山ちゅうざん討伐、西門豹せいもんひょう

を民生安定のため鄴都ぎょうとの令、対秦防衛西河の固めに呉起をそれぞれ起用。    

第八十六回第八十六回第八十六回第八十六回        呉呉呉呉起起起起    将将将将にならにならにならにならんんんんとととと妻妻妻妻をををを殺殺殺殺しししし、、、、    騶忌騶忌騶忌騶忌すうき    琴琴琴琴をををを弾弾弾弾じてじてじてじて相相相相国国国国しょうこくとなるとなるとなるとなる    

概要 魯将呉起ごきは斉に大勝するが斉の離間策で魏に出奔。魏で秦の河西かせい五城

奪取の大功も文侯没後武公に罷免され楚に。楚では冗官を削る財政改革も

悼とう王おうの没後恨が爆発し殺される／斉田和でんかが諸侯を認められ姜きょう氏斉滅ぶ／

趙相国侠累きょうれいが刺客聶政じょうせいに討たれる／斉では琴の名手賢才騶忌すうきを登用。    

第八十七回第八十七回第八十七回第八十七回    衛衛衛衛鞅鞅鞅鞅    秦君秦君秦君秦君をををを説説説説きききき新新新新法法法法をををを制制制制定定定定、、、、    孫孫孫孫臏臏臏臏そんびん    鬼鬼鬼鬼谷谷谷谷塾塾塾塾きこくじゅくをををを辞辞辞辞してしてしてして下山下山下山下山すすすす    

概要 衛鞅えいおうは魏では用いられず、秦で孝公に認められて法制改革を行い天下

無双の強国にし、楚の商於しょうおを奪取／この時期、隠者鬼谷先生の下に孫臏そんびん・

龐涓ほうけん・張儀ちょうぎ・蘇秦そしんが輩出し各々戦国の世で名を成す。先ず龐涓が魏の元帥に

なり魏王の招聘で孫臏も下山。    
第八十八回第八十八回第八十八回第八十八回        孫孫孫孫臏臏臏臏そんびん    狂狂狂狂人人人人をををを装装装装いいいい禍禍禍禍をををを脱脱脱脱しししし、、、、        龐涓龐涓龐涓龐涓ほうけん    桂桂桂桂けい陵陵陵陵りょうでででで敗敗敗敗走走走走    

概要 魏龐涓ほうけんは孫臏そんびんの才能を怖れ恵王に讒言し足切りの刑にす。孫臏は狂

人を装い身を守り、斉威王いおうは孫臏の難を知り密に斉に連れ帰る。魏が趙を攻

め、斉王は田忌でんき・孫臏に趙救援を命じた。臏は趙都邯鄲かんたんの直接救援ではなく

魏の都を攻め、急いで兵を返す龐涓を迎撃し大勝す（桂陵けいりょうの戦）。    

第八十九回第八十九回第八十九回第八十九回    龐涓龐涓龐涓龐涓ほうけん    馬馬馬馬ば陵陵陵陵りょう道道道道でででで万万万万箭箭箭箭をををを受受受受けけけけ、、、、    
商商商商鞅鞅鞅鞅しょうおう    咸咸咸咸かん陽陽陽陽よう市市市市中中中中でででで五五五五牛牛牛牛分屍分屍分屍分屍ごぎゅうふんしのののの刑刑刑刑    

概要 桂陵の戦いの十一年後、魏は韓を攻め再び田忌・孫臏が救援。臏は減灶げんそう

の計を用い馬陵ばりょうの隘路で魏軍を撃破し将龐涓は戦死（馬陵の戦）。／斉宣王は 空論に耽る稷下しょっかの学士をををを優遇し酒色に耽り勝利に胡坐をかいたが、鐘離春しょうりしゅん

の諫言に大悟し国は治まる。／秦の商鞅は秦国強化に大功があったが孝公の

没後、太子時代商鞅の法に触れ処罰された怨恨ある恵文公に誅される。    

第九十回第九十回第九十回第九十回    蘇蘇蘇蘇秦秦秦秦合従合従合従合従をををを説説説説きききき六国六国六国六国のののの宰相宰相宰相宰相となりとなりとなりとなり、、、、    

        張儀張儀張儀張儀    冤罪冤罪冤罪冤罪でででで鞭打鞭打鞭打鞭打たたたたれれれれ秦秦秦秦へへへへ行行行行くくくく    
概要 蘇秦そしんは第一希望の秦に断られ、逆に六国連合で秦を討つ合縦がっしょう案で燕・

趙の説得に成功。この時秦の趙攻撃を知り合縦崩壊を怖れ友人張儀ちょうぎを秦に

売込み趙討伐を中止させる。その後趙王の名で他の四国を歴訪し合縦の承諾

を取付け、六国は洹かん水すいで会盟し蘇秦は縦約長しょうやくちょうになる。    

第九十一回第九十一回第九十一回第九十一回    燕燕燕燕王王王王    禅譲禅譲禅譲禅譲ををををまねまねまねまね斉軍斉軍斉軍斉軍をををを呼呼呼呼びびびび込込込込みみみみ、、、、    
張儀張儀張儀張儀    偽偽偽偽りのりのりのりの土土土土地地地地をををを献献献献じじじじ楚王楚王楚王楚王をををを欺欺欺欺くくくく    

概要 魏燕が秦と講和し、斉が燕を襲う等次第に合縦にひびが入はいり、趙王の

信を失い蘇秦は斉に出奔。斉王に重用されたが不満分子に暗殺される／斉

緡王びんおうは燕の内乱に乗じて燕の大半を攻め取り燕王噲かい死す。昭王は報復のた

め賢人を求む（隗かいより始めよ）／秦の張儀は楚懐王かいおうを欺し斉楚離間を謀る。 

第九十二回第九十二回第九十二回第九十二回        秦秦秦秦武武武武王王王王    鼎鼎鼎鼎かなえ挙挙挙挙げをげをげをげを競競競競いいいい脛脛脛脛をををを絶絶絶絶ちちちち、、、、    

        楚楚楚楚懐懐懐懐王王王王    不不不不用用用用意意意意にににに武武武武関関関関にににに赴赴赴赴きききき秦秦秦秦のののの罠罠罠罠にににに陥陥陥陥るるるる    
概要 秦楚は姻戚となる。張儀連衡れんこうの遊説に列国を回る。斉湣王びんおうは張儀の

虚偽を知り激怒し列国に合縦を説く。張儀は恵文王没後、武王に嫌われ魏

に逃避し翌年病没／秦甘茂かんぼうは韓を討って三川を貫き、武王は洛陽へ入るが事

故死／秦昭襄王は楚を攻め、楚懐王を欺して誘出し拘禁。懐王は結局客死。    

第九十三回第九十三回第九十三回第九十三回        趙趙趙趙主父主父主父主父しゅほ    沙沙沙沙丘丘丘丘宮宮宮宮でででで餓餓餓餓死死死死、、、、    
        孟孟孟孟嘗嘗嘗嘗君君君君もうしょうくん    鶏鶏鶏鶏のののの空音空音空音空音でででで函函函函谷谷谷谷関関関関かんこくかんをををを脱脱脱脱出出出出すすすす    

概要 趙武霊王ぶれいおうは胡服騎射こふくきしゃで軍事力を強化し、譲位し主父しゅほと号し軍事に専

念。前太子章しょうが新王（恵けい王おう）に謀反、李兌りたいは章を殺し主父をも幽閉し弑す
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／楚では屈原くつげんが懐王の雪辱を主張したが讒言で追放され汨べき羅らに投身／斉

孟嘗君もうしょうくんは秦王に招かれて捕われたが、鶏鳴狗盗けいめいくとうで危機を脱す。    

第九十四回第九十四回第九十四回第九十四回        馮驩馮驩馮驩馮驩ふうかん    剣剣剣剣をををを弾弾弾弾いていていていて孟孟孟孟嘗嘗嘗嘗のののの客客客客となりとなりとなりとなり、、、、    

        斉王斉王斉王斉王    楚楚楚楚・・・・魏魏魏魏とととと連連連連合合合合しししし桀桀桀桀宋宋宋宋をををを討討討討つつつつ    
概要 秦の離間策のデマにより孟嘗君もうしょうくんは斉相を罷免される。食客皆去り一

人残った馮驩ふうかんが孟嘗君の相国復職を謀る。斉湣びん王おうは楚魏連合で桀宋けっそうを滅ぼ

すも、撤兵する友軍の楚魏を追撃したため皆斉を離れ秦に付いた。湣王の驕

慢を諫言した孟嘗君は再び罷免され魏に出奔。    

第九十五回第九十五回第九十五回第九十五回    樂毅樂毅樂毅樂毅    四国四国四国四国をををを説説説説きききき連連連連合合合合してしてしてして斉斉斉斉をををを滅滅滅滅ぼぼぼぼしししし、、、、    

        田田田田でん単単単単たん    火火火火牛牛牛牛のののの計計計計でででで燕燕燕燕をををを破破破破るるるる    
概要 燕昭王は斉との報復戦を決意し樂毅がっきを大将とし趙魏韓秦連合で斉に

攻入り臨淄りんしを落し七十余城を取る。斉湣王びんおうは楚の救援大将に殺される。斉

の最後の砦即そく墨ぼく,莒州きょしゅうが落ちず、昭王が没すると恵王は樂毅を更迭する。

代った騎劫きごうは田単でんたんの策略に大敗し七十余城を奪回される。    

第九十六回第九十六回第九十六回第九十六回        藺藺藺藺相相相相如如如如りんしょうじょ    二二二二度度度度秦王秦王秦王秦王をををを屈屈屈屈せしめせしめせしめせしめ、、、、    
    趙趙趙趙馬服馬服馬服馬服君君君君    秦軍秦軍秦軍秦軍をををを撃退撃退撃退撃退しししし韓韓韓韓をををを救救救救うううう    

概要 趙は秦王から和氏かしの璧へきと十五城交換提案を受け藺りん相如しょうじょが交渉使者と

なる。相如は秦王の詐取を感知し和氏の璧の譲渡を拒否。秦王は秦趙関係を

懸念し諦め、修好の会を提案。趙王は楚懐王の二の舞を懸念したが、相如の

弁と孟嘗君の軍備で難を脱す。廉頗れんぱと相如は刎頚ふんけいの交りを結ぶ。／秦は韓

を攻め趙王は趙奢（馬服君）に救援を命じ閼与の戦いで秦に完勝。    

第九十七第九十七第九十七第九十七回回回回        范雎范雎范雎范雎はんしょ    死死死死地地地地をををを脱脱脱脱しししし秦秦秦秦へへへへ逃逃逃逃避避避避、、、、        
    張張張張ちょう禄禄禄禄ろくとととと改名改名改名改名秦秦秦秦廷臣廷臣廷臣廷臣となりとなりとなりとなり魏使魏使魏使魏使にににに報報報報復復復復    

概要 魏の范雎はんしょは斉への使者として帰国した時、同行の須賈しゅかに機密漏洩と讒

言され相国魏ぎ斉せいに殺される。九死に一生を得て秦に出奔。秦昭襄王の信任 を得て丞相じょうしょうとなり「遠交近攻策」を進言し魏攻撃を決定。魏王の講和要請

に范雎は報復の好機とし魏斉の首を講和条件とした。    

第九十八回第九十八回第九十八回第九十八回        秦王秦王秦王秦王    平平平平原原原原君君君君をををを質質質質にににに魏魏魏魏斉斉斉斉をををを要求要求要求要求しししし、、、、        

        白白白白起起起起はくき    長平長平長平長平でででで趙趙趙趙をををを破破破破りりりり趙兵趙兵趙兵趙兵をををを生生生生きききき埋埋埋埋めめめめ    
概要 魏斉ぎせいは趙へ逃亡。秦王は平原君を招聘拘束、魏斉の首を強要し結局魏

斉の自殺により講和／秦は人質の楚太子を赦し斉・楚と遠交に成功し、近攻

に着手して韓を攻撃。韓馮亭ひょうていは上党じょうとうを趙に譲り、結果秦趙の戦いになり

白起はくきは趙括ちょうかつ軍を長平ちょうへいで撃破し捕虜四十万人を生埋めにす。    

第九十九回第九十九回第九十九回第九十九回        武武武武安安安安君君君君    冤罪冤罪冤罪冤罪をををを受受受受けけけけ杜杜杜杜郵郵郵郵とゆうにににに死死死死しししし、、、、    

        呂呂呂呂不韋不韋不韋不韋りょふい    巧計巧計巧計巧計をををを以以以以ってってってって質質質質異異異異人人人人いじんのののの帰帰帰帰国国国国をををを謀謀謀謀るるるる    
概要 范雎はんしょは白起の軍功を懸念し、秦王に韓趙と講和を進言。白起は邯鄲かんたんが

陥落寸前だった故激怒し秦王の命令も聞かなくなり、王は終に白起を誅殺し

再び趙攻撃を開始。趙は魏楚に救援を求めるが両国は秦を恐れ躊躇／商人

の呂不韋りょふいは趙で秦の人質異人いじんを見出し「奇貨居くべし」と救出に画策。     

第第第第百百百百回回回回        魯仲魯仲魯仲魯仲連連連連ろちゅうれん    秦秦秦秦のののの帝帝帝帝位位位位をををを認認認認めずめずめずめず、、、、        信信信信陵陵陵陵君君君君しんりょうくん    兵兵兵兵符符符符をををを盗盗盗盗みみみみ趙趙趙趙をををを救救救救うううう    

概要 魏王は趙の救援依頼に対し、秦を恐れ「秦王に皇帝を勧めて懐柔すべき

だ」としたが魯仲連ろちゅうれんは秦が帝を名乗る問題点を挙げ諌止。魏信陵しんりょう君は趙

平原へいげん君の要請に応え義により、救援に反対の魏王の兵符へいふを盗み出し八万の精

鋭を動かして秦軍を挟撃し快勝した。    
第第第第百百百百一回一回一回一回        秦王秦王秦王秦王    周周周周をををを滅滅滅滅ぼぼぼぼしししし九九九九鼎鼎鼎鼎きゅうていをををを移移移移しししし        廉頗廉頗廉頗廉頗れんは    燕燕燕燕をををを破破破破りりりり二二二二将将将将をををを殺殺殺殺すすすす    

概要 周赧王だんおうは楚の提案に乗り秦討伐を謀るが失敗。秦は怒り西周を攻め

滅ぼす／秦范雎はんしょは蔡沢さいたくの説得に従い秦王に蔡沢を推薦し自らは隠退する／

秦安国君は即位直後に急死。昭襄王（異人いじん）が継位し政せい(後の始皇帝)が太子と

なる。秦は東周を滅ぼし遂に周王朝は八百有余年の幕を閉じた。    
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第第第第百百百百二回二回二回二回        信信信信陵陵陵陵君君君君    華華華華陰陰陰陰道道道道にてにてにてにて蒙驁蒙驁蒙驁蒙驁もうごうをををを破破破破りりりり、、、、    龐煖龐煖龐煖龐煖ほうけん    胡盧胡盧胡盧胡盧河河河河にてにてにてにて劇辛劇辛劇辛劇辛げきしんをををを斬斬斬斬るるるる    

概要 秦は魏討伐軍を出す。趙にいた信陵しんりょう君は十年前の趙救援に続き、再

び趙・燕・韓・楚の軍を率いて秦軍を撃破し祖国魏を救援。威名は天下に轟

く。秦王は魏王と信陵君の離間を謀り信陵君は魏王の疑心を感じ引退。／燕

劇げき辛しんは趙を攻撃。廉頗れんぱに代った龐煖ほうけんは李牧りぼくと共に劇辛軍を迎撃し大勝す。    

第第第第百百百百三回三回三回三回        李李李李り国国国国こく舅舅舅舅しゅう    権力権力権力権力をををを争争争争いいいい黄歇黄歇黄歇黄歇こうあつをををを除除除除きききき、、、、    

        樊於期樊於期樊於期樊於期はんおき    檄檄檄檄げきをををを飛飛飛飛ばばばばしししし秦王秦王秦王秦王をををを討討討討たんたんたんたんとすとすとすとす    
概要 韓魏楚燕四国合縦し秦を攻めるが春申しゅんしん君が集中攻撃されて失敗／

楚李園りえんは春申君の子を宿した妹を楚王に献上し嫡子誕生。李園は春申君を

口封じの為殺す。／秦では樊於期はんおきが成蟜せいきょうに秦王政は呂不韋りょふいの子だと説き討

伐軍を起すが失敗し燕へ逃亡。    
第第第第百百百百四回四回四回四回        甘羅甘羅甘羅甘羅かんら    年若年若年若年若くくくくしてしてしてして高位高位高位高位をとりをとりをとりをとり、、、、        嫪嫪嫪嫪毐毐毐毐ろうあい    宦官宦官宦官宦官をををを装装装装いいいい秦宮秦宮秦宮秦宮をををを乱乱乱乱すすすす    

概要 秦は燕を調略し太子丹たんを質に取る。甘茂かんぼうの孫甘羅かんらは趙に使者として

派遣され五城を割譲させて十二歳で上卿となる。／呂不韋は太后との私通

発覚を恐れ太后に嫪毐ろうあいを推薦。嫪毐は権勢を誇り、謀反を起して誅殺され

る。王は呂不韋を罷免し生母太后を幽閉する。    

第第第第百百百百五回五回五回五回        茅茅茅茅ぼう焦焦焦焦しょう    衣衣衣衣をををを脱脱脱脱ぎぎぎぎ煮釜煮釜煮釜煮釜のののの前前前前でででで秦王秦王秦王秦王をををを諌諌諌諌めめめめ、、、、        

    李李李李牧牧牧牧    鉄鉄鉄鉄壁壁壁壁のののの陣陣陣陣でででで桓桓桓桓齮齮齮齮軍軍軍軍をををを撃退撃退撃退撃退    
概要 諫言禁止令に反し死刑覚悟の茅焦ぼうしょうの忠諫に秦王政は大悟し茅焦を上

卿とする。不韋は結局自裁。秦王は韓非子かんぴしの登用を考えたが李斯りしの中傷で自

殺に追いやる。秦王は遂に統一に動き尉繚うつりょうは各国の実力者の買収を提案。    

第第第第百百百百六回六回六回六回        王王王王敖敖敖敖おうごう    離離離離間間間間のののの策策策策でででで李李李李牧牧牧牧をををを殺殺殺殺しししし、、、、        田田田田光光光光    自自自自刎刎刎刎してしてしてして荊軻荊軻荊軻荊軻けいかをををを推薦推薦推薦推薦    

概要 趙相国郭開かくかいは秦に買収され李り牧ぼくを罷免し殺す。秦軍は代わった

趙葱ちょうそうを簡単に討ち破り邯鄲かんたんは落城。／公子嘉かが代だいに拠るが趙は事実上滅

亡。／燕の太子丹たんは秦の人質から脱出。秦王を直接倒す事を企て、荊軻けいかを得

て秦王暗殺計画を説明し協力を求める。    
第第第第百百百百七回七回七回七回        荊軻荊軻荊軻荊軻けいか    地地地地図図図図をををを献献献献じてじてじてじて秦秦秦秦庭庭庭庭をををを騒騒騒騒がしがしがしがし、、、、    

        王王王王翦翦翦翦おうせん    兵兵兵兵法法法法をををを論論論論じじじじ李李李李信信信信にににに代代代代わるわるわるわる    
概要 樊於期はんおきは荊軻けいかの秦王暗殺計画を聞き自らの首を預けた。秦王は荊軻が

持参した於期の首を見て信用し、割譲地の説明を促した。荊軻は地図に捲込

んでいた匕首を取出し秦王を刺したが僅かに届かず失敗。秦王は燕の首都を

落し遼東りょうとうに追いやり、引き続き魏・楚を滅ぼす。    

第第第第百百百百八回八回八回八回（（（（最最最最終終終終回回回回））））        秦王秦王秦王秦王    六国六国六国六国をををを統統統統一一一一しししし、、、、    
        始始始始皇皇皇皇帝帝帝帝とととと号号号号しししし    郡県郡県郡県郡県制制制制をををを敷敷敷敷くくくく    

概要 秦は遼東りょうとうの燕および代だいの趙を討ち、更に斉に兵を向け、遂に燕・趙・

斉も滅亡。六国は併合され八百年ぶりに天下は統一されて、秦王政せいは始皇

帝を名乗る。    

      巻末資料巻末資料巻末資料巻末資料（（（（下巻巻末下巻巻末下巻巻末下巻巻末））））
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